
石垣市長 所信表明
今月の表紙
第３０回根室さんま祭り
　『さんま水揚げ日本一』根室市のさんま祭りが９日、
開催され、道内外から訪れた約８，１００人が「日本一
のさんま」に舌鼓を打ちました。　 《１０P 掲載 》

手を繋ぎ　返還願う　大きな輪
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こ
の
度
の
第

　

こ
の
度
の
第
1818
回
市
長
選
挙
に

回
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
引
き
続
き
根
室
市
長
と

お
い
て
、
引
き
続
き
根
室
市
長
と

し
て
の
責
務
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

し
て
の
責
務
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
達
が
大
海
に
漁
場
を
拓
き
、

　

先
達
が
大
海
に
漁
場
を
拓
き
、

ま
ち
を
創
り
、
根
室
人
の
心
を
根

ま
ち
を
創
り
、
根
室
人
の
心
を
根

付
か
せ
て
き
た
「
故
郷
・
根
室
」
を
、

付
か
せ
て
き
た
「
故
郷
・
根
室
」
を
、

市
民
皆
様
と
共
に
育
ん
で
い
け
る

市
民
皆
様
と
共
に
育
ん
で
い
け
る

こ
と
、
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
、

こ
と
、
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
、

こ
の
厳
し
い
時
代
に
立
ち
向
か
い
、

こ
の
厳
し
い
時
代
に
立
ち
向
か
い
、

市
民
一
丸
と
な
っ
て
歩
ん
で
い
く

市
民
一
丸
と
な
っ
て
歩
ん
で
い
く

こ
と
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ

こ
と
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
２
期
目
を
、
根
室

　

私
は
、
こ
の
２
期
目
を
、
根
室

の
大
切
な
分
岐
点
で
あ
り
、
市
民

の
大
切
な
分
岐
点
で
あ
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
、

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
、

将
来
に
夢
と
希
望
の
持
て
る
暮
ら

将
来
に
夢
と
希
望
の
持
て
る
暮
ら

し
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
を

し
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
重
要
な
期
間
と
捉

デ
ザ
イ
ン
す
る
重
要
な
期
間
と
捉

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
伝

め
に
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
伝

統
を
守
り
、「
笑
顔
の
絶
え
な
い
根

統
を
守
り
、「
笑
顔
の
絶
え
な
い
根

室
」
を
つ
な
い
で
い
く
と
と
も
に
、

室
」
を
つ
な
い
で
い
く
と
と
も
に
、

故
郷
へ
の
更
な
る
愛
着
と
誇
り
を

故
郷
へ
の
更
な
る
愛
着
と
誇
り
を

育
む
た
め
全
力
を
傾
け
、
市
政
執

育
む
た
め
全
力
を
傾
け
、
市
政
執

行
に
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

行
に
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
「
市
民
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
根
室

　
「
市
民
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
根
室

で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
」。

で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
」。

　

４
年
前
、
市
民
皆
様
か
ら
託
さ
れ

　

４
年
前
、
市
民
皆
様
か
ら
託
さ
れ

た
思
い
で
あ
り
ま
す
。

た
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

若
者
も
お
年
寄
り
も
、
障
が
い
を

　

若
者
も
お
年
寄
り
も
、
障
が
い
を

抱
え
る
方
も
、
移
住
者
も
転
勤
者
の

抱
え
る
方
も
、
移
住
者
も
転
勤
者
の  

方
々
も
、
市
民
誰
も
が
生
き
が
い
を

方
々
も
、
市
民
誰
も
が
生
き
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
後
押
し
す
る
こ
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
後
押
し
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
市
民
の
誇
り
と
幸
福

が
で
き
れ
ば
、
市
民
の
誇
り
と
幸
福

度
は
高
ま
り
、
根
室
市
創
生
の
大
き

度
は
高
ま
り
、
根
室
市
創
生
の
大
き

な
活
力
と
な
り
ま
す
。

な
活
力
と
な
り
ま
す
。

　　

こ
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

こ
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、超
ス
マ
ー

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、超
ス
マ
ー

ト
社
会
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど

ト
社
会
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど

時
代
の
潮
流
も
取
り
入
れ
、
市
民
生

時
代
の
潮
流
も
取
り
入
れ
、
市
民
生

活
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

活
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
の
１
期
４
年
間
を
振
り
返
り
ま

　

先
の
１
期
４
年
間
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
伴

す
と
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
伴

う
〝
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
〟へ
の
対
応

う
〝
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
〟へ
の
対
応

に
始
ま
り
、
主
要
水
産
物
の
漁
獲
不

に
始
ま
り
、
主
要
水
産
物
の
漁
獲
不

振
や
、
赤
潮
の
発
生
に
よ
る
漁
業
被

振
や
、
赤
潮
の
発
生
に
よ
る
漁
業
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
進
一
退
を
繰
り
返
す
新

　

ま
た
、
一
進
一
退
を
繰
り
返
す
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威

と
そ
れ
に
伴
う
経
済
活
動
の
制
限

と
そ
れ
に
伴
う
経
済
活
動
の
制
限

は
、
未
だ
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
へ
大

は
、
未
だ
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
へ
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　　

加
え
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

加
え
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
、

ナ
侵
攻
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
、

そ
し
て
北
方
領
土
問
題
を
含
む
平
和

そ
し
て
北
方
領
土
問
題
を
含
む
平
和

条
約
交
渉
の
中
断
、
ロ
シ
ア
政
府
の

条
約
交
渉
の
中
断
、
ロ
シ
ア
政
府
の

北
方
四
島
で
の
共
同
経
済
活
動
に
関

北
方
四
島
で
の
共
同
経
済
活
動
に
関

す
る
対
話
か
ら
の
離
脱
、
北
方
四
島

す
る
対
話
か
ら
の
離
脱
、
北
方
四
島

交
流
お
よ
び
自
由
訪
問
に
関
す
る
合

交
流
お
よ
び
自
由
訪
問
に
関
す
る
合

意
破
棄
が
あ
り
、
叶
わ
ぬ
北
方
墓
参
。

意
破
棄
が
あ
り
、
叶
わ
ぬ
北
方
墓
参
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
事
態
に
直
面
い
た
し

た
こ
と
の
な
い
事
態
に
直
面
い
た
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

安
全
安
心
な
市
民
生
活
が
い
か
に

　

安
全
安
心
な
市
民
生
活
が
い
か
に

尊
い
も
の
で
あ
る
か
改
め
て
痛
感
す

尊
い
も
の
で
あ
る
か
改
め
て
痛
感
す

る
と
同
時
に
、
根
室
市
を
取
り
巻
く

る
と
同
時
に
、
根
室
市
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
環
境
は
、
重
要
な
局
面
を

社
会
経
済
環
境
は
、
重
要
な
局
面
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。

迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
９
月
末
現
在
、
根
室
市
の
人

　

本
年
９
月
末
現
在
、
根
室
市
の
人

口
は
、２
３

口
は
、２
３
，，６
６
７
人
で
あ
り
ま
す
。

６
６
７
人
で
あ
り
ま
す
。

半
世
紀
近
く
に
お
よ
ぶ
人
口
減
少
が

半
世
紀
近
く
に
お
よ
ぶ
人
口
減
少
が

続
い
て
お
り
、
転
出
が
転
入
を
上
回

続
い
て
お
り
、
転
出
が
転
入
を
上
回

る
社
会
減
は
構
造
的
な
課
題
と
な
っ

る
社
会
減
は
構
造
的
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、

　

ま
た
、
2020
年
前
か
ら
は
、
死
亡

年
前
か
ら
は
、
死
亡

が
出
生
を
上
回
る
自
然
減
に
転
じ
、

が
出
生
を
上
回
る
自
然
減
に
転
じ
、

年
々
こ
の
差
が
拡
大
し
て
お
り
、
将

年
々
こ
の
差
が
拡
大
し
て
お
り
、
将

来
人
口
の
推
計
で
は
、
２
０
４
５
年

来
人
口
の
推
計
で
は
、
２
０
４
５
年

に
は
、
定
住
人
口
が
半
減
し
、
市
中

に
は
、
定
住
人
口
が
半
減
し
、
市
中

心
部
で
更
な
る
空
洞
化
が
生
じ
る
見

心
部
で
更
な
る
空
洞
化
が
生
じ
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
今
ま
さ
に
正

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
今
ま
さ
に
正

念
場
と
言
え
ま
す
。

念
場
と
言
え
ま
す
。

　
「
こ
の
閉
塞
感
を
打
破
し
た
い
」。

　
「
こ
の
閉
塞
感
を
打
破
し
た
い
」。

　
「
水
産
都
市
・
根
室
」
の
再
興
を

　
「
水
産
都
市
・
根
室
」
の
再
興
を

成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
私
ど
も
に

成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
私
ど
も
に

猶
予
は
あ
り
ま
せ
ん
。

猶
予
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
「
活
力

　

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
「
活
力

あ
る
産
業
」
と
い
う
強
靭
な
基
盤
が

あ
る
産
業
」
と
い
う
強
靭
な
基
盤
が

な
け
れ
ば
、
人
口
減
少
の
抑
制
対
策

な
け
れ
ば
、
人
口
減
少
の
抑
制
対
策

な
ど
も
そ
の
効
果
を
存
分
に
発
揮
す

な
ど
も
そ
の
効
果
を
存
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

難
題
を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
な

　

難
題
を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
な

く
、
こ
う
し
た
国
際
情
勢
に
あ
る
今

く
、
こ
う
し
た
国
際
情
勢
に
あ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
果
敢
な
挑
戦
を
進
め

だ
か
ら
こ
そ
、
果
敢
な
挑
戦
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
先
に
は
、
必
ず
や「
子
育
て
・

　

こ
の
先
に
は
、
必
ず
や「
子
育
て
・

医
療
・
福
祉
」
の
安
心
が
あ
り
、「
未

医
療
・
福
祉
」
の
安
心
が
あ
り
、「
未

来
を
拓
く
人
づ
く
り
・
文
化
の
継
承
」

来
を
拓
く
人
づ
く
り
・
文
化
の
継
承
」

な
ど
、
教
育
・
文
化
の
振
興
を
通
じ

な
ど
、
教
育
・
文
化
の
振
興
を
通
じ

て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
市
民
の

て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
市
民
の

「
誇
り
」
と
「
愛
郷
心
」
を
大
切
に

「
誇
り
」
と
「
愛
郷
心
」
を
大
切
に

育
む
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
考
え
ま

育
む
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
す
。

　
「
温
故
拓
新
」。
私
の
政
治
理
念
で

　
「
温
故
拓
新
」。
私
の
政
治
理
念
で

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　

歴
史
に
学
び
、
地
政
学
的
な
優
位

　

歴
史
に
学
び
、
地
政
学
的
な
優
位

性
や
産
業
立
地
の
強
み
な
ど
、
潜
在

性
や
産
業
立
地
の
強
み
な
ど
、
潜
在

す
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
。

す
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
。

　

先
人
が
積
み
上
げ
て
き
た
偉
業
を

　

先
人
が
積
み
上
げ
て
き
た
偉
業
を

守
り
、
新
し
い
時
代
へ
立
ち
向
か
う

守
り
、
新
し
い
時
代
へ
立
ち
向
か
う

た
め
に
も
、
市
民
皆
様
に
、
対
話
と

た
め
に
も
、
市
民
皆
様
に
、
対
話
と

説
明
に
よ
る
徹
底
し
た
情
報
共
有
を

説
明
に
よ
る
徹
底
し
た
情
報
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
市
議
会
議
員
各
位

図
る
と
と
も
に
、
市
議
会
議
員
各
位

と
の
建
設
的
な
議
論
の
上
に
、
地
域

と
の
建
設
的
な
議
論
の
上
に
、
地
域

の
政
治
力
を
結
集
し
、
明
日
へ
の
確

の
政
治
力
を
結
集
し
、
明
日
へ
の
確

か
な
道
筋
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま

か
な
道
筋
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

市
政
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
責

　

市
政
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
責

務
と
使
命
感
を
職
員
と
共
有
し
、「
決

務
と
使
命
感
を
職
員
と
共
有
し
、「
決

断
・
実
行
・
責
任
あ
る
市
政
」
を
推

断
・
実
行
・
責
任
あ
る
市
政
」
を
推

進
し
ま
す
。

進
し
ま
す
。

とともにとともに

未来を切り拓く未来を切り拓く
市民皆さま市民皆さま

「故郷・根室」の「故郷・根室」の

石垣 雅敏市長 ２期目の所信表明

基
本
姿
勢

基
本
姿
勢
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市民生活の不安解消を

強く活力ある産業を

物
価
高
対
応

物
価
高
対
応　

今
年
に
入
り
、
長
期

　

今
年
に
入
り
、
長
期

化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
加
え
、
国
際
情
勢

症
拡
大
の
影
響
に
加
え
、
国
際
情
勢

な
ど
か
ら
、
円
安
も
相
ま
っ
て
、
原

な
ど
か
ら
、
円
安
も
相
ま
っ
て
、
原

油
や
食
料
品
な
ど
価
格
高
騰
が
顕
著

油
や
食
料
品
な
ど
価
格
高
騰
が
顕
著

と
な
り
ま
し
た
。

と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
社
会
経
済
活
動
の

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
社
会
経
済
活
動
の

回
復
を
目
指
す
市
中
経
済
に
あ
っ
て
、

回
復
を
目
指
す
市
中
経
済
に
あ
っ
て
、

物
価
が
大
幅
に
上
昇
す
る
状
況
は
、

物
価
が
大
幅
に
上
昇
す
る
状
況
は
、

市
民
生
活
や
市
中
経
済
に
影
響
を
及

市
民
生
活
や
市
中
経
済
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
に

　

そ
の
た
め
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
に

直
面
し
て
い
る
生
活
者
を
支
援
す
る

直
面
し
て
い
る
生
活
者
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
事
業
者
向
け
と
し
て
消
費

と
と
も
に
、
事
業
者
向
け
と
し
て
消
費

喚
起
の
取
り
組
み
に
対
す
る
財
政
支

喚
起
の
取
り
組
み
に
対
す
る
財
政
支

援
や
売
上
減
少
に
伴
う
事
業
継
続
支

援
や
売
上
減
少
に
伴
う
事
業
継
続
支

援
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

援
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
中
の
経
済
情
勢
を

　

今
後
と
も
、
市
中
の
経
済
情
勢
を

慎
重
に
見
極
め
、
適
宜
、
市
民
生
活

慎
重
に
見
極
め
、
適
宜
、
市
民
生
活

や
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
策

や
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
策

を
迅
速
か
つ
機
動
的
に
講
じ
て
ま
い

を
迅
速
か
つ
機
動
的
に
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
応

コ
ロ
ナ
対
応　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、

ス
感
染
症
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、

医
療
・
介
護
福
祉
関
係
者
の
皆
様
が
、

医
療
・
介
護
福
祉
関
係
者
の
皆
様
が
、

治
療
、
予
防
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
真

治
療
、
予
防
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
真

正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

し
た
。
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
２
月
、
感
染
者
が
本
市
で

　

一
昨
年
２
月
、
感
染
者
が
本
市
で

確
認
さ
れ
、
対
応
の
中
で
様
々
な
情

確
認
さ
れ
、
対
応
の
中
で
様
々
な
情

報
が
飛
び
交
い
、
正
確
な
情
報
の
在

報
が
飛
び
交
い
、
正
確
な
情
報
の
在

り
方
が
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

り
方
が
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
対
策
会
議
を
全
て
公
開
し
ま

コ
ロ
ナ
対
策
会
議
を
全
て
公
開
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

こ
の
経
験
、
今
後
の
行
政
の
在
り

　

こ
の
経
験
、
今
後
の
行
政
の
在
り

方
の
大
事
な
実
践
で
あ
っ
た
と
も
考

方
の
大
事
な
実
践
で
あ
っ
た
と
も
考

え
ま
す
し
、
市
民
皆
様
と
情
報
共
有

え
ま
す
し
、
市
民
皆
様
と
情
報
共
有

を
図
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
思

を
図
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
思

い
で
あ
り
ま
す
。

い
で
あ
り
ま
す
。

　
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」
の
提
供
体

　
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」
の
提
供
体

制
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ

制
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
円
滑
な
推
進
を
図
り
な
が

ン
接
種
の
円
滑
な
推
進
を
図
り
な
が

ら
感
染
拡
大
を
防
止
し
、
市
民
生
活

ら
感
染
拡
大
を
防
止
し
、
市
民
生
活

の
不
安
解
消
に
努
め
ま
す
。

の
不
安
解
消
に
努
め
ま
す
。

水
産
業

水
産
業　

本
市
は
、
北
洋
漁
業
の
開

　

本
市
は
、
北
洋
漁
業
の
開

拓
と
と
も
に
、
サ
ケ
マ
ス
漁
業
、
サ

拓
と
と
も
に
、
サ
ケ
マ
ス
漁
業
、
サ

ン
マ
漁
業
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
、

ン
マ
漁
業
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
、

国
内
有
数
の
水
産
物
供
給
基
地
と
し

国
内
有
数
の
水
産
物
供
給
基
地
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
、
様
々

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
、
様
々

な
国
際
的
な
漁
業
規
制
に
伴
い
、
経

な
国
際
的
な
漁
業
規
制
に
伴
い
、
経

済
活
動
の
源
で
あ
る
水
揚
量
の
減
少

済
活
動
の
源
で
あ
る
水
揚
量
の
減
少

に
加
え
、
大
宗
を
な
す
サ
ン
マ
漁
や

に
加
え
、
大
宗
を
な
す
サ
ン
マ
漁
や

秋
サ
ケ
漁
の
漁
獲
不
振
や
、
昨
年
の

秋
サ
ケ
漁
の
漁
獲
不
振
や
、
昨
年
の

道
東
太
平
洋
沿
岸
で
発
生
し
た
大
規

道
東
太
平
洋
沿
岸
で
発
生
し
た
大
規

模
な
赤
潮
に
よ
る
ウ
ニ
資
源
等
へ
の

模
な
赤
潮
に
よ
る
ウ
ニ
資
源
等
へ
の

被
害
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
な
ど
、

被
害
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　　

海
洋
環
境
等
の
変
化
に
よ
る
漁

海
洋
環
境
等
の
変
化
に
よ
る
漁

獲
の
動
向
に
翻
弄
さ
れ
な
い
安
定

獲
の
動
向
に
翻
弄
さ
れ
な
い
安
定

的
か
つ
持
続
可
能
な
漁
業
生
産
体

的
か
つ
持
続
可
能
な
漁
業
生
産
体

制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
、
農
業
、
そ
れ
に
関
連
す

　

漁
業
、
農
業
、
そ
れ
に
関
連
す

る
中
小
企
業
を
核
と
し
て
、
ま
ち

る
中
小
企
業
を
核
と
し
て
、
ま
ち

を
形
成
し
、
市
中
経
済
の
発
展
を

を
形
成
し
、
市
中
経
済
の
発
展
を

見
て
き
た
根
室
市
で
あ
り
ま
す
。

見
て
き
た
根
室
市
で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
屈
指
の「
水
産
都
市
・
根
室
」

　

全
国
屈
指
の「
水
産
都
市
・
根
室
」

と
し
て
、
そ
の
価
値
や
存
在
感
を
更

と
し
て
、
そ
の
価
値
や
存
在
感
を
更

に
高
め
て
い
く
取
り
組
み
を
展
開

に
高
め
て
い
く
取
り
組
み
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
酪
農
・
畜
産
業
や

す
る
と
と
も
に
、
酪
農
・
畜
産
業
や

商
工
業
に
、
観
光
業
等
を
加
え
た

商
工
業
に
、
観
光
業
等
を
加
え
た

足
腰
の
強
い
経
済
基
盤
の
確
立
を

足
腰
の
強
い
経
済
基
盤
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

とともにとともに

未来を切り拓く未来を切り拓く
市民皆さま市民皆さま

「故郷・根室」の「故郷・根室」の

石垣 雅敏市長 ２期目の所信表明

政
策
目
標
と

政
策
目
標
と  

そ
の
展
開
方
針

そ
の
展
開
方
針

０１

０２

く
ら
し
を
支
え
る
、

物
価
高
・
コ
ロ
ナ
対
応

強
く
、
活
力
あ
る

産
業
を
つ
く
る
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そ
の
た
め
、
何
よ
り
も
ま
ず
は
、

　

そ
の
た
め
、
何
よ
り
も
ま
ず
は
、

長
期
か
つ
安
定
的
な「
国
際
漁
業
」

長
期
か
つ
安
定
的
な「
国
際
漁
業
」

の
枠
組
み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
堅

の
枠
組
み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
堅

持
す
る
た
め
、
関
係
団
体
等
と
連

持
す
る
た
め
、
関
係
団
体
等
と
連

携
し
、
国
等
に
対
し
て
そ
の
実
現

携
し
、
国
等
に
対
し
て
そ
の
実
現

を
強
く
求
め
ま
す
。

を
強
く
求
め
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
漁
業
等
の
ほ
か
、
赤
潮
被

　

ホ
タ
テ
漁
業
等
の
ほ
か
、
赤
潮
被

害
の
影
響
を
受
け
た
ウ
ニ
な
ど
の
増

害
の
影
響
を
受
け
た
ウ
ニ
な
ど
の
増

養
殖
事
業
や
、
新
た
に
養
殖
事
業
の

養
殖
事
業
や
、
新
た
に
養
殖
事
業
の

開
発
に
取
り
組
む
事
業
者
等
を
支
援

開
発
に
取
り
組
む
事
業
者
等
を
支
援

す
る
な
ど
、沿
岸
漁
業
の
振
興
と
「
つ

す
る
な
ど
、沿
岸
漁
業
の
振
興
と
「
つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
の
定
着
化
を
図

く
り
育
て
る
漁
業
」
の
定
着
化
を
図

り
ま
す
。

り
ま
す
。

酪
農
・
畜
産
業

酪
農
・
畜
産
業　　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の

推
進
な
ど
、
酪
農
・
畜
産
業
の
収
益
性

推
進
な
ど
、
酪
農
・
畜
産
業
の
収
益
性

向
上
の
た
め
の
生
産
基
盤
整
備
を
促

向
上
の
た
め
の
生
産
基
盤
整
備
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
が
主
体

進
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
が
主
体

的
に
実
施
す
る
６
次
産
業
化
や
ブ
ラ

的
に
実
施
す
る
６
次
産
業
化
や
ブ
ラ

ン
ド
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

ン
ド
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

商
工
業

商
工
業　

商
工
業
の
発
展
並
び
に
雇

　

商
工
業
の
発
展
並
び
に
雇

用
の
安
定
化
に
向
け
、
市
内
企
業
等

用
の
安
定
化
に
向
け
、
市
内
企
業
等

の
事
業
拡
大
や
新
た
な
企
業
立
地
を

の
事
業
拡
大
や
新
た
な
企
業
立
地
を

促
進
す
る
た
め
、
助
成
金
の
交
付
や

促
進
す
る
た
め
、
助
成
金
の
交
付
や

税
制
面
に
お
け
る
優
遇
制
度
な
ど
を

税
制
面
に
お
け
る
優
遇
制
度
な
ど
を

定
め
る
、「（
仮
称
）
企
業
立
地
促
進

定
め
る
、「（
仮
称
）
企
業
立
地
促
進

支
援
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

支
援
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

観
光
業

観
光
業　

２
０
３
０
年
「（
仮
称
）
野

　

２
０
３
０
年
「（
仮
称
）
野

付
半
島
・
風
蓮
湖
・
根
室
半
島
」
国

付
半
島
・
風
蓮
湖
・
根
室
半
島
」
国

定
公
園
化
を
見
据
え
な
が
ら
観
光
情

定
公
園
化
を
見
据
え
な
が
ら
観
光
情

報
の
発
信
強
化
を
図
り
、
イ
ン
バ
ウ

報
の
発
信
強
化
を
図
り
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
含
む
観
光
誘
客
を
促
進
し
、

ン
ド
を
含
む
観
光
誘
客
を
促
進
し
、

「
交
流
人
口
」の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

「
交
流
人
口
」の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税　

ふ
る
さ
と
納
税
を

　

ふ
る
さ
と
納
税
を

通
じ
た
「
関
係
人
口
」
は
、
２
７
０

通
じ
た
「
関
係
人
口
」
は
、
２
７
０

万
人
を
数
え
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と

万
人
を
数
え
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
の
健
全
な
発
展
を
図
る

納
税
制
度
」
の
健
全
な
発
展
を
図
る

と
と
も
に
、
同
制
度
を
活
か
し
地
場

と
と
も
に
、
同
制
度
を
活
か
し
地
場

産
品
の
更
な
る
消
費
拡
大
と
市
中
経

産
品
の
更
な
る
消
費
拡
大
と
市
中
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
「
幸
せ
づ
く
り
の
応
援
」。

　
「
幸
せ
づ
く
り
の
応
援
」。

　

す
べ
て
の
市
民
が
健
や
か
に
育

　

す
べ
て
の
市
民
が
健
や
か
に
育

ち
、
健
康
で
安
心
し
て
、
生
き
が
い

ち
、
健
康
で
安
心
し
て
、
生
き
が
い

と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る〝
温
も
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〟

き
る〝
温
も
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〟

を
進
め
ま
す
。

を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
／
障
が
い
者
福
祉

高
齢
者
福
祉
／
障
が
い
者
福
祉　

２

　

２

０
２
５
年
問
題
に
向
け
、「
根
室
市

０
２
５
年
問
題
に
向
け
、「
根
室
市

版
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構

版
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構

築
を
着
実
に
推
進
し
、
高
齢
者
が
安

築
を
着
実
に
推
進
し
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
支
援
体
制
の

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

老
朽
化
が
著
し
い
「
老
人
福
祉
セ

　

老
朽
化
が
著
し
い
「
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
の
移
転
新
築
を
構
想
す
る

ン
タ
ー
」
の
移
転
新
築
を
構
想
す
る

と
と
も
に
、
障
が
い
者
支
援
施
設
の

と
と
も
に
、
障
が
い
者
支
援
施
設
の

整
備
に
対
す
る
財
政
支
援
を
行
い
地

整
備
に
対
す
る
財
政
支
援
を
行
い
地

域
福
祉
を
充
実
し
ま
す
。

域
福
祉
を
充
実
し
ま
す
。

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援　

現
在
、

　

現
在
、

根
室
市
に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生
率

根
室
市
に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生
率

は
１
・

は
１
・
6767
で
あ
り
、
北
海
道
内
の
１

で
あ
り
、
北
海
道
内
の
１

７
９
市
町
村
の
中
で
上
位

７
９
市
町
村
の
中
で
上
位
1010
番
で
あ

番
で
あ

り
ま
す
が
、
母
数
と
な
る
女
性
人
口

り
ま
す
が
、
母
数
と
な
る
女
性
人
口

や
出
生
数
な
ど
実
数
は
減
少
し
て
お

や
出
生
数
な
ど
実
数
は
減
少
し
て
お

り
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

り
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
叶
え
る
取
り
組
み
が

育
て
の
希
望
を
叶
え
る
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
婚
世
帯
に
対
し
て
、
結
婚
に
伴

　

新
婚
世
帯
に
対
し
て
、
結
婚
に
伴

う
新
生
活
ス
タ
ー
ト
を
支
援
す
る

う
新
生
活
ス
タ
ー
ト
を
支
援
す
る

「（
仮
称
）
結
婚
新
生
活
支
援
金
」
制

「（
仮
称
）
結
婚
新
生
活
支
援
金
」
制

度
を
創
設
し
ま
す
。

度
を
創
設
し
ま
す
。

　
「
子
育
て
応
援
７
つ
の
無
償
化
」。

　
「
子
育
て
応
援
７
つ
の
無
償
化
」。

　

出
産
支
援
金
、
新
生
児
用
お
む
つ
、

　

出
産
支
援
金
、
新
生
児
用
お
む
つ
、

３
歳
か
ら
５
歳
児
の
保
育
料
、
小
中
学

３
歳
か
ら
５
歳
児
の
保
育
料
、
小
中
学

校
の
給
食
費
、
高
校
生
へ
の
パ
ソ
コ
ン

校
の
給
食
費
、
高
校
生
へ
の
パ
ソ
コ
ン

貸
与
、
子
ど
も
向
け
屋
内
遊
戯
施
設

貸
与
、
子
ど
も
向
け
屋
内
遊
戯
施
設

「
わ
ん
ぱ
ー
く
」
の
開
設
、
こ
れ
ま
で

「
わ
ん
ぱ
ー
く
」
の
開
設
、
こ
れ
ま
で

６
つ
の
支
援
施
策
を
実
現
し
ま
し
た
。

６
つ
の
支
援
施
策
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

７
つ
目
と
な
る
支
援
施
策
と
し

　

７
つ
目
と
な
る
支
援
施
策
と
し

て
、
て
、1818
歳
以
下
の
高
校
生
ま
で
の
「
子

歳
以
下
の
高
校
生
ま
で
の
「
子

ど
も
医
療
費
無
償
化
」
を
実
現
す
る

ど
も
医
療
費
無
償
化
」
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
従
来
の
「
３
～
５
歳
児
・

と
と
も
に
、
従
来
の
「
３
～
５
歳
児
・

保
育
料
無
償
化
」
に
加
え
て
、
新
た

保
育
料
無
償
化
」
に
加
え
て
、
新
た

に
「
０
～
２
歳
児
・
保
育
料
の
減
免

に
「
０
～
２
歳
児
・
保
育
料
の
減
免

制
度
」
を
創
設
し
、
子
育
て
世
代
の

制
度
」
を
創
設
し
、
子
育
て
世
代
の

皆
様
を
応
援
し
ま
す
。

皆
様
を
応
援
し
ま
す
。

地
域
医
療

地
域
医
療　

こ
の
間
、
感
染
症
対
策

　

こ
の
間
、
感
染
症
対
策

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
行
政
課
題
に

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
行
政
課
題
に

腰
を
据
え
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

腰
を
据
え
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
市
内
医
療
関
係
者
の
ご
尽

た
の
も
、
市
内
医
療
関
係
者
の
ご
尽

力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
支
え
が
な
け
れ
ば
、
市
長

　

こ
う
し
た
支
え
が
な
け
れ
ば
、
市
長

の
職
と
し
て
、多
く
の
事
に
当
た
る
こ
と

の
職
と
し
て
、多
く
の
事
に
当
た
る
こ
と

は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

未
だ
に
医
療
従
事
者
の
不
足
が
続
い

　

未
だ
に
医
療
従
事
者
の
不
足
が
続
い

て
お
り
、そ
の
対
策
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

て
お
り
、そ
の
対
策
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
の
安
定
の
た
め
、
医

　

地
域
医
療
体
制
の
安
定
の
た
め
、
医

師
や
看
護
師
な
ど
、
医
療
従
事
者
の
確

師
や
看
護
師
な
ど
、
医
療
従
事
者
の
確

保
対
策
や
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

保
対
策
や
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
立
根
室
病
院
の

進
め
る
と
と
も
に
、
市
立
根
室
病
院
の

経
営
健
全
化
に
取
組
み
、
安
定
し
た
医

経
営
健
全
化
に
取
組
み
、
安
定
し
た
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　
「
教
育
・
文
化
」
予
算
を
確
保
し
、

　
「
教
育
・
文
化
」
予
算
を
確
保
し
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
推
進

図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
推
進

と
、
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

と
、
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
促
進
し
ま
す
。

を
促
進
し
ま
す
。

学
校
教
育

学
校
教
育　

落
石
地
区
に
お
け
る

　

落
石
地
区
に
お
け
る

小
・
中
学
校
併
置
校
化
に
向
け
た
「
落

小
・
中
学
校
併
置
校
化
に
向
け
た
「
落

石
中
学
校
」
校
舎
等
の
移
転
新
築
に

石
中
学
校
」
校
舎
等
の
移
転
新
築
に

着
手
し
ま
す
。

着
手
し
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
学
校
給

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
学
校
給

食
費
の
無
償
化
」「
ふ
る
さ
と
給
食
」

食
費
の
無
償
化
」「
ふ
る
さ
と
給
食
」

の
継
続
実
施
の
ほ
か
、
地
産
地
消
の

の
継
続
実
施
の
ほ
か
、
地
産
地
消
の

推
進
な
ど
「
学
校
給
食
の
更
な
る
充

推
進
な
ど
「
学
校
給
食
の
更
な
る
充

実
」
に
向
け
、
民
間
活
力
の
導
入
を

実
」
に
向
け
、
民
間
活
力
の
導
入
を

含
め
老
朽
化
し
た
調
理
場
整
備
の
検

含
め
老
朽
化
し
た
調
理
場
整
備
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

討
を
進
め
ま
す
。

　

遠
距
離
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

　

遠
距
離
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
根
室
高
校
生
を
対
象
に
「
交
通

い
る
根
室
高
校
生
を
対
象
に
「
交
通

費
の
一
部
助
成
」
な
ど
、
経
済
的
負

費
の
一
部
助
成
」
な
ど
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

歴
史
・
文
化

歴
史
・
文
化　

文
化
継
承
の
た
め
の

　

文
化
継
承
の
た
め
の

発
表
、
鑑
賞
機
会
と
市
民
の
文
化
保

発
表
、
鑑
賞
機
会
と
市
民
の
文
化
保

全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
た

全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
の
情
報
発
信
を
充
実
す
る
と
と
も

め
の
情
報
発
信
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
歴
史
・
文
化
資
源
を
未
来
へ
継

に
、
歴
史
・
文
化
資
源
を
未
来
へ
継

承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育

社
会
体
育　
「（
仮
称
）総
合
体
育
館
」

　
「（
仮
称
）総
合
体
育
館
」

に
係
る
基
本
構
想
の
策
定
、「
パ
ー
ク

に
係
る
基
本
構
想
の
策
定
、「
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
内
ハ
ウ
ス
」
の
整
備
な
ど
、

ゴ
ル
フ
場
内
ハ
ウ
ス
」
の
整
備
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

の
機
能
充
実
に
向
け
、
市
民
意
見
を

の
機
能
充
実
に
向
け
、
市
民
意
見
を

反
映
し
た
計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

反
映
し
た
計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　　

今
後
と
も
、
環
境
整
備
を
含
め
、

今
後
と
も
、
環
境
整
備
を
含
め
、

０３

０４

安
心
実
現
、子
育
て
・

医
療
・
福
祉
の
充
実

未
来
を
拓
く
、

人
づ
く
り
・
文
化
の

継
承
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くらしに安心・安全を

北方領土問題解決へ再構築を

児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
定
着
、
教
育

児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
定
着
、
教
育

者
の
指
導
力
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

者
の
指
導
力
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
推
進
な
ど
、
幼
児
教
育
・

ス
ク
ー
ル
の
推
進
な
ど
、
幼
児
教
育
・

学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通

に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通

じ
て
学
び
、
活
躍
で
き
る
多
様
な
機

じ
て
学
び
、
活
躍
で
き
る
多
様
な
機

会
を
提
供
し
、
豊
か
な
心
と
感
性
を

会
を
提
供
し
、
豊
か
な
心
と
感
性
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
教
育
行
政
の
推
進
に
当

　

こ
れ
ら
教
育
行
政
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
根
室
市
総
合
教
育
会
議

た
っ
て
は
、
根
室
市
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
協
議
を
重
ね
、
そ
の
実
現

に
お
い
て
協
議
を
重
ね
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
皆
様
の
生
命
や
財
産
、
暮
ら

　

市
民
皆
様
の
生
命
や
財
産
、
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
巨
大
地
震
・
津
波

し
を
守
る
た
め
、
巨
大
地
震
・
津
波

へ
の
備
え
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

へ
の
備
え
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

防
災
・
減
災

防
災
・
減
災　

防
災
・
減
災
対
策
の

　

防
災
・
減
災
対
策
の

活
動
拠
点
と
し
て
「
市
役
所
新
庁
舎
」

活
動
拠
点
と
し
て
「
市
役
所
新
庁
舎
」

の
新
築
整
備
を
進
め
２
０
２
４
年
５

の
新
築
整
備
を
進
め
２
０
２
４
年
５

月
供
用
開
始
を
目
指
す
と
と
も
に
、

月
供
用
開
始
を
目
指
す
と
と
も
に
、

速
や
か
に
「
花
咲
港
消
防
分
遣
所
」

速
や
か
に
「
花
咲
港
消
防
分
遣
所
」

の
高
台
移
転
の
対
応
を
講
じ
ま
す
。

の
高
台
移
転
の
対
応
を
講
じ
ま
す
。

　

改
正
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周

　

改
正
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周

辺
海
溝
型
地
震
特
別
措
置
法
」
に
基

辺
海
溝
型
地
震
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
く
財
政
上
の
特
例
措
置
等
の
活
用

づ
く
財
政
上
の
特
例
措
置
等
の
活
用

を
視
野
に
入
れ
、「（
仮
称
）
津
波
防

を
視
野
に
入
れ
、「（
仮
称
）
津
波
防

災
地
域
づ
く
り
推
進
計
画
」
を
策
定

災
地
域
づ
く
り
推
進
計
画
」
を
策
定

し
、
避
難
対
策
の
確
立
な
ど
防
災
・

し
、
避
難
対
策
の
確
立
な
ど
防
災
・

減
災
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

減
災
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

交
通
網
の
整
備

交
通
網
の
整
備　

大
規
模
災
害
へ
の

　

大
規
模
災
害
へ
の

備
え
と
な
る
「
命
の
道
」
と
し
て
、

備
え
と
な
る
「
命
の
道
」
と
し
て
、

国
道
国
道
4444
号
根
室
防
雪（
厚
床
・
温
根

号
根
室
防
雪（
厚
床
・
温
根

沼
間
）、高
規
格
道
路

沼
間
）、高
規
格
道
路  （
尾
幌
・
糸
魚

（
尾
幌
・
糸
魚

沢
間
整
備
、
別
保
・
尾
幌
間
早
期
着

沢
間
整
備
、
別
保
・
尾
幌
間
早
期
着

手
）
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

手
）
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

順
調
と
思
え
た
日
ロ
関
係
を
背
景

　

順
調
と
思
え
た
日
ロ
関
係
を
背
景

に
、
平
和
条
約
締
結
交
渉
へ
の
期
待

に
、
平
和
条
約
締
結
交
渉
へ
の
期
待

や
、
北
方
四
島
と
の
共
同
経
済
活
動
に

や
、
北
方
四
島
と
の
共
同
経
済
活
動
に

対
す
る
根
室
市
の
役
割
と
希
望
を
つ

対
す
る
根
室
市
の
役
割
と
希
望
を
つ

な
い
だ
の
が
４
年
前
で
あ
り
ま
し
た
。

な
い
だ
の
が
４
年
前
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
の
初
来
日

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
の
初
来
日

前
へ
、
歴
史
の
針
が
逆
戻
り
し
た
現

前
へ
、
歴
史
の
針
が
逆
戻
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０５
巨
大
地
震
対
策
の

強
化
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北
方
領
土
対
策
の

再
構
築

むすびに
　この度のコロナ禍により、金刀比羅神社例大祭など根室を代表し、根室の誇るイベントの中止が余儀
なくされました。来年こそは再開したい。子どもたちの笑顔が見たい。根室市民の多くの思いであります。

　「恩送り」「恩送り」という言葉があります。
　これは、受け取った恩をその方に直接返すのではなく、次の誰かに渡していくというものです。
　まさに「まちづくり・人づくり」の原点であります。

多くの「先輩」や「友人」から受け取った恩。多くの「先輩」や「友人」から受け取った恩。

養ってくれた「家族」への恩。養ってくれた「家族」への恩。

育ててくれた「故郷・根室」への恩。育ててくれた「故郷・根室」への恩。

　今を生かされている私たちの責務として、次の世代へとつないでいく。
　「夢」と「希望」も添えてつないでまいりたい。
　未来への芽吹きを大切に育みながら、産業に「強さ」を、くらしに「安心」を、
そしてまちにたくさんの「笑顔」を花開かせることができるよう、市民皆様と共
に「故郷・根室」の未来を切り拓いてまいります。
　市民皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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の発生にご注意くださいにごり水
配水区域統合の切替作業による

対象地区

1111

からから
1２1２

　根室市水道事業では安全・安心な水道水を安定的に供給するため、 
配水区域統合の切替作業を実施します。

　対象地区で令和４年11月12日（土 ）から水道水の水圧変化や 
「にごり水」が発生する可能性がありますのでご注意ください。

　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　ご家庭の水道水に「にごり水」が発生した場合に
は、お手数ですが、市役所水道課までご連絡をお
願いします。

　なお、「にごり水」の解消に伴う使用水量は水道
料金から減免します。

● 桂木 ● 光洋町１丁目の一部
● 光洋町２丁目～４丁目
● 光和町 ● 幸町 ● 敷島町
● 昭和町 ● 大正町 ● 月岡町
● 西浜町 1 丁目～６丁目
● 西浜町７丁目～８丁目の一部
● 花咲港 ● 宝林町

水道水に「にごり水」が発生したときは

問合先 根室市役所水道課　☎（２３）６１１１番　内線２０１１・２０１２・２０１３

西浜町西浜町
敷島町敷島町

光和町光和町
大正町大正町

昭和町昭和町

宝林町宝林町
光洋町光洋町

月岡町月岡町

花咲港花咲港 桂木桂木

幸町幸町
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Town N ews

３年ぶりの根室さんま祭り 10/9　第３０回根室さんま祭り

　『さんま水揚げ日本一』根室市のさんま祭りが開
催され、道内外から訪れた約８，１００人が「日本一
のさんま」に舌鼓を打ちました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により中止が
続いた根室さんま祭りは 3 年ぶりの開催。長期化
するコロナ禍やさんまの漁獲量が減少する逆風の
中、関係者の「根室のさんまを多くの人に味わって
もらいたい」という『日本一のさんまのまちの心意
気』により恒例の炭火焼き用さんま 4 トンを確保し、
開催が実現しました。
　実行委員会の田家徹委員長が「いま日本で獲れる
さんまで一番おいしいものを提供したい。という関
係者の情熱と意気込みで開催に漕ぎ着けた。食べて

よし見てよしの根室の秋を満喫してください。」と
開会を宣言。
　天候に恵まれたこの日、トレーと箸を 100 円で
購入すれば「さんま食べ放題」の岸壁炉端コーナー
や「さんまロール寿司」などが大人気で、１日限り
の開催ということもあり、旬の味覚を求める人で長
蛇の列ができました。
　ステージ部門ではマーチングや吹奏楽、よさこい、
ダンス、郷土芸能ねむろ太鼓が披露され『祭り』の
雰囲気を演出。さんまの炭火焼きが始まると香ばし
い香りと煙に会場は包まれ、市民や観光客は焼きた
てのさんまを堪能し、「さんまおいしい！」という
声や笑顔が会場にあふれていました。
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　根室市児童生徒音楽大会が、市総合文化会館で３年
ぶりに開催されました。参加した年少から高校３年生
までの延べ１１８名が、声楽、器楽、電子オルガン、
ピアノの部門でそれぞれ練習の成果を発表。感染症対
策のため観覧の制限などが設けられていましたが、客
席では家族らが子どもたちの透きとおる歌声や弾むよ
うな演奏に耳を澄ませ、発表が終わると温かい拍手が
送られました。

子どもたちの音色が弾む
9/25　第６６回根室市児童生徒音楽大会

教育長と新たな発見！
10/16　教育長と一緒に根室を学ぼう「なるほどTHEネ～ムロ」

　昨年１１月に着任した波岸教育長と小学４・５年生
の子どもたち６人がネイチャーセンター、春国岱、明
治公園をバスで巡り、ともに根室について学ぶ事業が
行われました。春国岱では教育長と打ち解けた子ども
たちが、貝殻や生き物を探し、集めた貝や枝などで水
路や楽器を作り、教育長に披露。たくさん歩き、疲れ
て動けなくなった子も、お弁当で元気を取り戻し「ま
だ帰りたくない」「また行きたいね」と話していました。

結成４０年の響き

４，５００ｍをたすきでつなぐ

10/9　ＥＰＪＯ４０周年記念コンサート

9/25　明治公園サイロ周回駅伝競走

　ジャズのまち・根室のビックバンド「イースト・ポ
イント・ジャズ・オーケストラ」の結成４０周年記念
コンサートが開かれ、熱気あふれる演奏で会場を沸か
せました。トロンボーン奏者の向井滋春さん、ドラマー
の川口千里さん、根室出身のトランぺッターの荒木敏
男さんと作編曲家の飛澤宏元さんをゲストに迎え、向
井さんが作曲したＥＰＪＯのテーマ曲「ニムオロ・ネ
イナ」など１８曲を披露し、４０年の節目を飾りました。

　北方領土を望むコースを走るレースとして市民に親
しまれた「市民望郷駅伝」に代わる大会として、明治
公園サイロ周辺の遊歩道での「明治公園サイロ周回駅
伝競走」が市陸上競技協会の主催で開催されました。
中学生以上の６チーム延べ３０人が参加。青空のもと
走者は、１周約９００メートルのコース５周をたすきで
つなぎ、ウォーキングをする市民などから「頑張って」
と声援を受けながら、爽やかな汗を流していました。
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献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

　
北
海
道
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
釧

路
事
業
所
に
よ
る
移
動
献
血
車
「
ひ

ま
わ
り
号
」
が
巡
回
し
ま
す
の
で
、

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
・
場

●
11
月
15
日
㈫　

ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ

グ
・
14
時
30
分
~
17
時

●
11
月
17
日
㈭　
北
海
道
根
室
保
健

所・９
時
~
11
時
、
イ
オ
ン
根
室
店・

12
時
30
分
~
16
時
30
分

●
11
月
18
日
㈮　
マ
ル
シ
ェ
・
デ
・

キ
ッ
チ
ン
・
９
時
~
11
時
、
12
時
30

分
~
16
時

問　
市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
４
０

根
室
市
総
合
文
化
会
館
事
業

協
会
創
立
30
周
年

「
三
山
ひ
ろ
し
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す

　
低
音
域
か
ら
高
音
域
ま
で
幅
広
い

響
き
を
持
ち
、
温
か
く
、
清
潔
感
の

あ
る
「
ビ
タ
ミ
ン
・
ボ
イ
ス
」
が
特

徴
の
三
山
ひ
ろ
し
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
安
心
感
」
と
「
活
力
」
を
与
え

る
歌
声
を
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ

い
。

日　
令
和
５
年
１
月
22
日
㈰（
開
場
）

16
時
（
開
演
）
17
時

場　
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

料　
５
︐
０
０
０
円
（
当
日
５
︐
５

０
０
円
）

※
全
席
指
定
、
未
就
学
児
入
場
不
可

チ
ケ
ッ
ト
販
売

●
電
話
予
約　
11
月
27
日
㈰
10
時
~

11
時
30
分
／（
チ
ケ
ッ
ト
引
換
時
間・

場
所
）
13
時
~
15
時
・
総
合
文
化
会

館
婦
人
活
動
室

☎
（
２
４
）
５
８
２
１
番

●
窓
口
販
売　

11
月
28
日
㈪
か
ら

（
平
日
９
時
~
17
時
）／（
販
売
場
所
）

総
合
文
化
会
館
事
務
室

※
感
染
状
況
に
よ
り
、公
演
が
延
期・

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

市
総
合
文
化
会
館
事
業
協
会

（
総
合
文
化
会
館
内
）

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

調
停
手
続
相
談
を
お
受
け
し

ま
す

　
根
室
調
停
協
会
で
は
、
サ
ラ
金
、

交
通
事
故
、土
地
建
物
、遺
産
相
続
、

離
婚
、
家
庭
内
の
問
題
な
ど
を
解
決

す
る
代
表
的
な
方
法
で
あ
る「
調
停
」

の
利
用
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

日　
11
月
19
日
㈯
13
時
~
16
時

場　
総
合
文
化
会
館
第
２
講
座
室

相
談
員　
民
事
・
家
事
調
停
委
員

料　
無
料

問　
根
室
調
停
協
会
事
務
局
（
根
室

簡
易
裁
判
所
内
）

☎
（
２
４
）
１
６
１
７
番

ポイント付与… ねむろポイントカード行政 pt 対象事業　 ねむろわんぱくチャレンジ対象事業

市フェイスブックでは、
情報を随時更新して
います！
https://www.facebook.com/
nemurocity/

インフォメーション

市民皆様へのお願い

　本紙のお知らせは 10 月25 日時点の情報により作成しています。

今後、新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、掲載内容 

が変更となる場合がありますので、ご理解いただきますよう 

お願いします。

　行事などの中止・延期の変更情報は、市ホームページや新聞 

などにより随時お知らせします。

令和５年 ハタチ

根室市根室市２０２０歳のつどい歳のつどい
令和５年１月８日 受付開始 12時30分～　式典開始 13時30分～

根室市総合文化会館 大ホール
※式典直前の受付は混雑する恐れがありますので、お早めにお越しください。

※悪天候による順延や、新型コロナウイルス感染
　拡大防止等により開催方法を変更する場合が
　あります。
　変更の際は、ホームページ・Facebook・新聞
　報道等でお知らせします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当日
　は来場者の連絡先把握にご協力ください。
　なお、いただいた個人情報につきましては、新
　型コロナウイルス感染拡大を防止するため、出
　席者を把握する目的のみで使用しますので、
　ご理解をお願いします。

令和４年４月１日から、民法の成年年齢の一部が 20 歳から18 歳に引き下げられましたが、
市では成人式の名称を「根室市 20 歳（ハタチ）のつどい」に変更し、これまでと同様に
20 歳を迎える学年を対象として実施します。

　
　12月1日時点で市内に住民登録がある対象者（平成14 年4月
2日～平成15 年4月1日生まれの方）へ、市教委から12 月中旬に
案内ハガキを送付します。
　また、当日全員に配布する「しおり」にお名前を掲載させてい
ただきます。（掲載を希望しない方は、12 月 22日（木）までに
ご一報ください。）

●  進学・就職などで住民票を市外に移した方へ
　令和 4 年 11月 21日（月）までにご一報いただければ、案内
ハガキを送付することができます。
　なお、案内ハガキがなくても式典への参列は可能ですが、当日
全員に配布する「しおり」にお名前の掲載を希望する場合は、12
月22日（木）までにご一報ください。

案内ハガキの送付について

日  

 問 市教委社会教育課　

      ℡（24）3180 番
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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　
令
和
３
年
度
シ
ー
ズ
ン
（
令
和
３

年
10
月
か
ら
令
和
４
年
９
月
ま
で
）

は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
件
数
が
道
内
過
去
最
多
の
70

件
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
拡
大
さ
せ

な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

①
死
ん
で
い
た
り
、
衰
弱
し
て
い
る

野
生
動
物
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
素

手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
野
生
動
物
や
そ
の
排
泄
物
に
触
れ

た
後
は
、
手
洗
い
と
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

③
水
辺
等
に
立
ち
寄
っ
て
、
野
鳥
の

フ
ン
を
踏
ん
だ
場
合
は
、
念
の
た
め

に
靴
底
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
野
鳥
が

死
ん
で
い
た
場
合
は
、
市
農
林
課
ま

た
は
根
室
振
興
局
環
境
生
活
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
市
農
林
課
林
務
・
自
然
保
護
担

当☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
６
７

成
人
学
校
特
別
講
座

根
室
こ
ど
も
大
学
イ
ラ
ス
ト

講
座
「
冬
の
イ
ラ
ス
ト
を
描

こ
う
！
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

＆
年
賀
状
」
を
開
催
し
ま
す

　
成
人
学
校
「
か
ん
た
ん
カ
ラ
ー
ペ

ン
イ
ラ
ス
ト
講
座
」
の
受
講
生
が
、

講
座
で
学
ん
だ
技
法
を
活
か
し
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
や

お
正
月
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト

満
載
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
年
賀
状
を

制
作
し
ま
す
。
完
成
し
た
作
品
に
つ

い
て
は
、
後
日
、
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
４
日
㈰
13
時
~
15
時

場　
総
合
文
化
会
館
第
２
講
座
室

料　
５
０
０
円
（
教
材
費
と
し
て
）

対　
15
歳
以
下（
原
則
、小・中
学
生
）

定　
９
名　

展
示
期
間　
12
月
６
日
㈫
~
11
日
㈰

９
時
~
22
時

展
示
場
所　
総
合
文
化
会
館
入
口

申
込
期
間　
11
月
１
日
㈫
~
30
日
㈬

９
時
~
17
時

※
感
染
状
況
に
よ
り
、講
座
が
延
期・

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館
事
業
担

当☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
２
３
）
６
１
７
２
番

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

　
法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権
に
つ

い
て
の
専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
女
性
に
対
す
る
夫
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
の
人
権
に
関

す
る
お
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
11
月
18
日
㈮
~
24
日
㈭
ま

で
は
全
国
一
斉
の
強
化
週
間
と
な
っ

て
お
り
、
平
日
の
受
付
時
間
を
延
長

し
て
土
・
日
・
祝
日
も
対
応
し
ま
す
。

専
用
相
談
電
話　
０
５
７
０
（
０
７

０
）
８
１
０
番

受
付
時
間　
（
通
常
）
平
日
８
時
30

分
~
17
時
15
分
（
強
化
期
間
中
）
平

日
８
時
30
分
~
19
時
、
土
・
日
・
祝

日
10
時
~
17
時

日…日時　場…場所　対…対象　料…料金　定…定員　申…申込先　問…問い合わせ先　☎…電話番号　内…内線記号の説明

根室市情報公開・
個人情報保護制度
　市は公文書の公開を定めた情報公開条例と、個人情報の適正な取
扱いや自己情報の開示等を定めた個人情報保護条例により、一層公
正で開かれた市政の推進と、適正な市政の運営に努めています。

日　　時：11月 1 日㈫～ 11 月30 日㈬　8時 50分 ～17 時 20分
場　　所：市役所３階情報管理課
告示月日：11月 1 日㈫

令和３年度

２３件外部提供（個人情報保護制度）

問合先　市情報管理課情報管理担当 ☎（2 3）6 1 1 1 番　内線 2 3 4 0

運用状況の閲覧

公開または開示請求

運用状況の公表

区　分
請求

件数

公開または開示請求に対する内容
不服審査

請求件数全部公開
全部開示

一部公開
一部開示

非公開
非開示

文　書
不存在

情報公開制度 2 1 1 0 0 0

個人情報保護制度 0 0 0 0 0 0

インボイス制度インボイス制度 が始まります
　　　　　　「インボイス制度」とは、令和5年 10月 1日

　　　　　から始まる消費税の仕入れ税額控除の方式です。

 インボイス制度においては、買手は消費税の仕入税額

控除のために、原則として、売手が交付するインボイス

を保存する必要があります。

　売手がインボイスを交付する場合は登録番号の記載が必要

で、登録番号を取得するためには登録申請手続が必要です。

登録申請手続
令和 5年 10 月 1日から登録を受けるには、令和 5年 10 月 1日から登録を受けるには、
令和 5年 3月 31 日までに登録申請書を提出する令和 5年 3月 31 日までに登録申請書を提出する
必要があります。必要があります。

より
10月1日
令和5年

制度説明会・相談会
税務署では、「インボイス制度説明会」や税務署では、「インボイス制度説明会」や
「登録申請相談会」を開催しています。「登録申請相談会」を開催しています。

▲札幌国税局ホームページ

説明会・相談会についての詳細は、
札幌国税局ホームページを
ご覧ください。
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就
学
援
助
・
新
入
学
学
用
品

費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す

　
根
室
市
で
は
、
経
済
的
に
就
学
が

困
難
な
家
庭
に
対
し
、
学
用
品
費
な

ど
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
小
学
校
入
学
予
定
の

お
子
さ
ま
を
対
象
に
、
12
月
か
ら
就

学
援
助
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
新
入
学
学
用
品
費
（
ラ
ン
ド
セ
ル

や
制
服
な
ど
入
学
に
必
要
な
学
用
品

を
購
入
す
る
費
用
）
に
つ
い
て
は
、

入
学
前
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
小
学
校
入
学
予
定
者
】

受
付
開
始
日　
12
月
１
日
㈭

※
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け
る
に

は
、
家
庭
の
収
入
要
件
な
ど
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。

【
中
学
校
入
学
予
定
者
】

　
す
で
に
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、手
続
き
は
不
要
で
、

２
月
に
支
給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
手
続
き
や
認
定
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
市
教
委
教
育
総
務
課
学
校

教
育
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
４
１
４
・
２
４
１
５

「
第
47
回
二
科
会
写
真
部
北
海

道
支
部
写
真
移
動
展
」
を
開

催
し
ま
す

　
二
科
会
会
員
、
会
友
、
支
部
員
の

作
品
と
、
支
部
公
募
展
の
入
賞
、
推

薦
、
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
根
室
市
か
ら
は
、
兼か

ね
則の

り
喜の

ぶ
幸ゆ

き
氏
・

本ほ
ん

川か
わ

勝か
つ

敏と
し

氏
・
石い

し
橋ば

し
一か

ず
彰あ

き
氏
の
入
選

作
品
、
金か

ね
子こ

雅ま
さ

光み
つ

氏
の
入
選
お
よ
び

無
鑑
査
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
11
月
26
日
㈯
~
30
日
㈬
９
時
~

17
時

場　

総
合
文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
・
コ
リ
ド
ー
ル

料　
無
料

問　
市
総
合
文
化
会
館
事
業
担
当

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

「
根
室
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
再
販
売
の
お
知
ら
せ

　
根
室
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

販
売
は
、
10
月
21
日
㈮
で
当
初
の
販

売
を
終
了
し
ま
し
た
が
、
残
数
が
生

じ
た
た
め
、
応
募
・
抽
選
方
式
に
よ

る
再
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

対　
根
室
市
に
お
住
ま
い
の
方

申
込
方
法　
申
込
専
用
は
が
き
に
よ

り
応
募

申
込
専
用
は
が
き
配
布
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
歯
舞
支
所
、

落
石
会
館
、
花
咲
港
会
館
、
厚
床
会

館
、
歯
舞
会
館
、
根
室
商
工
会
議
所

事
務
所
、
市
内
郵
便
局
（
簡
易
郵
便

局
を
除
く
）、
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
市
内
ス
ー
パ
ー
各
店

応
募
期
限　
11
月
16
日
㈬

※
当
日
消
印
有
効

抽
選
日　
11
月
25
日
㈮

※
抽
選
結
果
に
つ
い
て
は
、
11
月
29

日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。

問　
根
室
商
工
会
議
所
「
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
販
売
事
務
局
」

☎
（
２
４
）
２
０
６
２
番

「
自
衛
官
候
補
生
」
を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

種
目
・
試
験
日
お
よ
び
試
験
会
場

●
自
衛
官
候
補
生

33
歳
未
満
の
男
性
・
女
性
／
11
月
10

日
㈭
／
釧
路
駐
屯
地

身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員

※
応
募
資
格
・
受
付
期
間
な
ど
は
募

集
種
目
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
衛

官
候
補
生
に
つ
い
て
は
年
間
通
じ
て

募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
根
室
地
域
事
務
所

☎
（
２
４
）
３
６
５
１
番

歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
を

助
成
し
ま
す

　
12
月
１
日
㈭
か
ら
始
ま
る
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
に
寄
せ
ら
れ
る
募
金

を
活
用
し
、
根
室
市
に
在
住
し
、
生

活
に
困
窮
す
る
低
所
得
世
帯
（
生
活

保
護
世
帯
を
除
く
）
に
対
し
て
、
義

援
金
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
書
に
世
帯
全
員
の

収
入
が
確
認
で
き
る
も
の
を
添
え

て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
書
設
置
場
所　
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
市
社
会
福
祉
課
社
会
援
護
担

当
（
窓
口
20
番
）

申
請
期
間　
11
月
１
日
㈫
~
22
日
㈫

問　
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
２
４
）
０
３
８
１
番

市ホームページ 市フェイスブック ねむろメール登録

　嘉永 7 年（1854 年）11 月 5 日の安政南海地震（マグニチュード 8.4）
で和歌山県を津波が襲った際に、庄屋の五兵衛が稲に火を付けて、暗
闇の中で逃げ遅れていた人たちを高台に避難させて命を救った「稲む
らの火」の逸話にちなんだ日です。

 　津波発生時には、すぐに高台などに避難することが重要です。
　地震の強い揺れや、弱くても長い揺れがあった場合は、津波の発生
を考え、津波警報などの情報を待たずに、自ら率先してすぐに高い場
所へ避難しましょう。
 
　また、この日を機会に、地震津波が発生した
時の行動を「根室市防災ハザードマップ」など
で、今一度確認しましょう。

問 市総務課総務・防災担当
☎（23）6111 番　内線 2222 ▲市ホームページ

「 津波防災「津波防災のの日」「 世界津波日」「 世界津波のの日」日」 ですです
1111月月55日日はは
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根
室
市
史
編
さ
ん
員    

小こ
さ
か
い

坂
井 

歓か
ん
こ
う厚

問
市
図
書
館     （
二
三
）五
九
七
四 

番

　

今
年
８
月
、道
南
の
長
万
部
町
の
神
社
の
境
内
か
ら

突
然
、水
が
吹
き
上
が
り
、分
析
の
結
果
「
温
泉
」と
判

定
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
て
、根
室
人
の
一

人
と
し
て
は
「
根
室
に
も
温
水
が
吹
き
上
が
ら
な
い

も
の
か
」と
思
う
。だ
が
、今
か
ら
45
年
ほ
ど
前
に
は
根

室
に
も
温
泉
が
存
在
し
た
。

　

昭
和
51
年
12
月
15
日
、東
梅
に
「
ね
む
ろ
温
泉
」が

オ
ー
プ
ン
し
た
。50
人
が
入
浴
可
能
の
大
浴
場
に
、60

人
を
収
容
す
る
大
広
間
が
あ
り
、宿
泊
も
で
き
る
本
格

的
な
施
設
で
あ
っ
た
。入
浴
料
金
は
大
人
三
百
円
。

　

そ
の
立
地
は
市
街
か
ら
釧
路
方
面
に
向
か
い
、温

根
沼
大
橋
を
渡
っ
て
坂
を
登
り
き
っ
た
辺
り
の
海
側

の
丘
に
あ
り
、東
に
国
後
島
が
、北
に
知
床
や
阿
寒
の

山
々
が
見
晴
ら
せ
て
、実
に
眺
め
の
良
い
と
こ
ろ
。

　

し
か
し
、「
温
泉
」と
銘
打
っ
て
は
い
る
も
の
の
、湧

き
出
す
水
の
温
度
が
低
い
た
め
沸
か
し
湯
で
あ
り
、成

分
的
に
も
厳
密
な
意
味
で
の
温
泉
と
は
い
え
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。こ
う
し
た
事
情
か
ら
加
温
の
経
費
が
か

さ
み
経
営
が
徐
々
に
悪
化
。収
支
改
善
の
た
め
に
は
温

泉
水
を
手
に
入
れ
る
以
外
に
方
策
無
し
と
、こ
こ
一

番
、56
年
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
も
の
の
、温
泉
を

探
り
当
て
る
こ
と
が
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
「
ボ
ー
リ
ン
グ
を
あ
と
も
う
少
し
続
け
て
い
た
ら
」、

「
落
石
側
は
有
望
ら
し
い
の
で
、そ
っ
ち
を
試
す
手
が

あ
る
」な
ど
の
声
も
出
て
は
い
た
の
だ
が
。根
室
人
は

こ
れ
か
ら
も
近
隣
の
町
か
ら
〝
も
ら
い
湯
〟を
続
け
る

し
か
な
さ
そ
う
だ
。

惜
し
ま
れ
る「
ね
む
ろ
温
泉
」

学芸員
猪熊　樹人

風
景
が
描
か
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
針
入

　

平
成
29
年
に
根
室
市
内
で
長
く
考

古
学
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
故
・

北
構
保
男
氏
か
ら
、
多
く
の
考
古
資

料
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
調
査
研

究
を
進
め
つ
つ
歴
史
と
自
然
の
資
料

館
の
常
設
展
示
な
ど
で
活
用
を
し
て

い
ま
す
が
、
貴
重
な
資
料
が
多
い
た

め
、
他
の
博
物
館
か
ら
展
示
の
借
用

依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
か
ら
令
和
４
年
３

月
の
期
間
に
東
京
大
学
な
ど
が
主
催

し
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
ー
あ
な
た
の

知
ら
な
い
古
代
」
と
い
う
展
示
会
が

神
奈
川
県
横
浜
市
と
大
阪
府
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
示
会
で
は
、

根
室
市
か
ら
約
30
点
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

文
化
資
料
を
貸
し
出
し
ま
し
た
。
貸

し
出
す
資
料
を
選
ぶ
際
に
、
7
、
8

世
紀
頃
に
作
ら
れ
た
縫
い
針
を
入
れ

る
針
入
（
図
１
）
と
い
う
資
料
を
改

め
て
見
直
し
ま
し
た
。

　

こ
の
針
入
は
根
室
港
の
弁
天
島
に

て
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
、
長
さ
8
㎝

ほ
ど
で
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
骨
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
側
面
に
ノ
コ
ギ
リ

の
刃
の
よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
と
ク
ジ
ラ

を
表
し
た
よ
う
な
表
現
が
線
で
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）
ギ
ザ
ギ
ザ

は
向
か
っ
て
右
に
い
く
に
つ
れ
、
高

さ
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ギ

ザ
ギ
ザ
の
表
現
が
気
に
な
り
、
し
ば

ら
く
考
え
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
知
床

の
山
々
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
動
物
骨
で
作
ら

れ
た
道
具
に
風
景
を
刻
む
事
例
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が
澄
ん

で
知
床
や
国
後
島
の
山
々
が
は
っ
き

り
見
え
る
日
も
多
く
な
り
ま
す
。１
，

３
０
０
年
前
に
生
き
た
オ
ホ
ー
ツ
ク

人
が
見
て
い
た
風
景
が
残
っ
て
い
る

こ
と
は
大
き
な
財
産
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

問 市歴史と自然の資料館　☎（25）3661 番

知床の山々

クジラ

（図１）　針入

（図２）　針入模式図
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新型コロナウイルス感染症の影響により、
健診・相談窓口などが中止等となる場合
があります。ご理解をお願いします。

子育て支援

●市民相談
会・問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
●消費生活相談　
会・問　市消費生活センター
☎（24）9065番
●法律相談【要予約】
無料法律相談
11月25日㈮10時～16時
会　市役所地下和室
問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
釧路弁護士会法律相談
11月10日㈭
14時～17時
会　総合文化会館特別会議室
問　釧路弁護士会
☎　0154（41）3444番
※有料（一人30分以内・5,000円）

●行政相談
11月16日㈬
13時30分～15時30分
会　市役所地下和室（担当：総務省 
　　行政相談委員　伊藤・奥田）
問　釧路行政監視行政相談センター
☎ 0154（23）1100番
●釧路年金事務所相談【要予約】
11月15日㈫13時～17時
11月16日㈬９時～14時
会　総合文化会館第二講座室
問　釧路年金事務所
☎0154（61）6000番
●お酒でお悩みの方相談
11月18日㈮13時30分～15時30分
会　市役所地下和室
問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）
●健康・栄養・禁煙相談	 	
●不妊・不育・妊娠・出産相談　
会・問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）

●教育相談
子ども教育相談 9時～17時
問　市教委青少年相談室
☎（23）2859番
育ちと学びの相談「りんくす」
問　市教委育ちと学びの相談室
☎（23）6111番（内線2416）
●障がい者就業相談【要予約】
11月10日㈭・24日㈭
11時～14時30分
会  （10日）総合文化会館特別会議室
　 （24日）総合文化会館中会議室
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165・2172）
●女性の健康相談
11月2日㈬10時～16時
問　根室保健所　☎（23）5161番
●こころの健康相談
●肝炎ウイルス検査・ＨＩＶ抗体
　検査・ＨＴＬＶ－１抗体検査
問　根室保健所　☎（23）5161番
●ことばの相談【要予約】
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165）

各種相談窓口

健診・健康相談・離乳食教室はねむろポイントカード
行政 pt 対象事業です。

市役所の健診・健康相談　問 市保健課健康推進担当　℡（23）6111 番（内線2118・2131）　

４カ月児健診 11月9日㈬ 11時55　分～ 会場：児童デイサービスセンター

７カ月児健康相談 11月11日㈮ 13時30分～ 会場：図書館

ファーストバースデイ
すくすく健康相談 個別相談

１歳６カ月児健診 11月17日㈭ 12時00分～ 会場：児童デイサービスセンター

３歳児健診 11月10日㈭ 12時00分～13時00分 会場：児童デイサービスセンター

離乳食教室 11月14日㈪ 10時00分～11時00分 会場：総合文化会館幼児室

５歳児相談 個別相談

子育て相談所「ぶらんこ」　問 まつもと保育所２階　℡（24）3482 番 　

育児相談 月曜日～金曜日
（祝日を除く） 9時～17時 電話または直接、子育ての不安や悩

みなどの相談を受け付けています。

一時保育
対象年齢：令和4年４月１日まで
に満１歳になられているお子さん

月曜日～金曜日 8時30分～17時
会場：まつもと保育所 /こまば保育所
一時的に保育が困難となるお子様
をお預かりします。【要予約】

ピヨピヨ
５カ月～１歳５カ月までの親子 毎週水曜日 9時15分～11時30分 会場：つどいの広場クルクル

遊びを通して交流を深め、子育てに
ついて学びあえる場です。【要予約】
ピヨピヨ・ふれあいは随時参加者を募
集しています。（電話予約は6組まで）

ふれあい
１歳６カ月～就学前の親子

毎週木曜日 9時15分～11時30分

ミニ講座：11月24日㈭ 「幼児期の食事」

移動ふれあい
１歳６カ月～就学前の親子 11月17日㈭ 10時～11時30分 会場：青少年センター

親子とも上靴を持参してください。
つどいの広場「クルクル」　問 明治交番横道営住宅１階　℡（24）9696 番

つどいの広場クルクル
「ピース」
０～３歳までの親子

月曜日～金曜日
（水・木は午後のみ）
※20日㈭は午前もあります。

午前：9時15分～11時30分
午後：14時15分～16時30分
 ※12時～13時は閉館します。

親子が自由に遊び、交流を深める場
です。子育ての不安や悩みなどの相談
も受け付けています。（初回登録制）
コロナ対策のため、予約制としてい
ます。問合せは、つどいの広場まで。

保育所開放 　問 まつもと保育所 ℡（23）5821 番、こまば保育所 ℡（24）3693 番、落石保育所 ℡（27）2518 番

保育所開放
対象年齢：６カ月～６歳
※落石保育所は３歳～６歳

11月は中止とします。

12月14日㈬（予定）
10時～11時

会場：まつもと保育所・こまば保育所・
落石保育所

保育所を開放し、親子で遊べる場を
提供します。希望する保育所にお問
い合わせください。
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市立根室病院  ☎（24）3201 番

病院ガイド
受付時間 月 火 水 金

内科（予約のない方）

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

小児科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

外科　

8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

 13:30 ～15:00 ○

乳腺外来（乳がん検診）11月15 日 ㈫・18 日㈮ ※要予約
心臓血管外来　11月10 日㈭・24 日㈭ ※要予約
整形外科 ★リハビリは8時30分～15時までの受付です。
 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

膝・リウマチ外来　11月 17 日㈭
肩関節外来　11月10 日㈭・24 日㈭
産婦人科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

眼科　★原則、予約診療となります。

 8:30 ～11:00 予約
10：30まで

予約 予約
10：30まで

予約 予約

泌尿器科　★金曜日は第1・3・5週のみ診療しています。

 8:30 ～11:00 ○ 予約 ○ ○
第1・3・5週

13:30 ～15:00 予約

皮膚科　★木曜日は10時30分までの受付です。

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○
10:30まで

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

※初診の方は現在使用中の内服薬・軟膏（市販薬含む）を
必ずご持参ください。

耳鼻咽喉科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○
11月24日

○
11月25日

13:30 ～15:00 ○ ○ ○
11月24日

脳神経外科 ★入院治療は取り扱っていません。
 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

月 火 水 木 金

内
科
専
門
外
来
（
予
約
の
方
）

★午前は 8:30～11:00、午後は13:30～15:00 に受け付けています。

消化器内科 ○ 〇 ○ ○
（午前のみ）

循環器内科 ○ ○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

呼吸器内科 ○

血液外来 ○
（午前のみ）

○
（午後のみ）

○
（午後のみ）

不整脈外来 ○
11 月11日

小
児
科
予
防
接
種
等

未就学児 ○
13:30~14:00

○
13:30~14:00

小学生以上 ○
15:00~16:00

○
15:00~16:00

乳児検診 ○
13:00（予約制）

慢性疾患 ○
14:30~15:30

○
14:30~15:30

【予約が必要な予防接種】
　乳児：BCG　　その他：二種混合ワクチン
　※上記以外の予防接種については予約不要です。

※病院受診の際は、必ず「お薬手帳」をお持ちください。
※予防接種のご予約・お問い合わせは、13:30 からとなります。
※夜間救急外来は休診中のため、平日の時間内受診にご協力ください。
※新型コロナウイルス感染症対策の一環として、外来制限等を行っています。

日曜当番
　やむを得ない事情により対応できないこともありますので、事前に医療機
関へ症状などを連絡の上、受診してください。なお、当日急に診療できない
場合はほかの医療機関を紹介します。

11月6日 江村精神科内科病院
☎（22）2811番 11月27日 岡田医院

☎（24）2651番

12月11日 道東勤医協ねむろ医院
☎（22）2563番

※11月13日、20日、12月4日の 
日曜当番はお休みです。

※二次救急指定医療機関として、市立根室病院が救急診療を行っています。
　（上記以外の土日、祝日、夜間の診療については、かかりつけ病院（医院）

へお問い合わせください。）

本校のホームページも随時更新しています。

　９月に学校から企業への生徒の応
募書類提出開始となり、就職活動が
本格的に動き出しました。
　６月中旬より進路別に志望理由書
や面接ノートの作成、面接練習を少
しずつ進めてきました。夏休み頃に
は、将来像をより具体的に描くた
め、進学希望者はオープンキャンパ
スへ、就職希望者は職場見学に伺っ
ている生徒もおり、一人ひとりが自

身の将来に向けて真剣に取り組んで
います。
　面接練習では、普段、普通に話せ
る生徒も「面接」となると、うまく
言葉が出なくなるなど、生徒の緊張
が伝わってきており、生徒が本来の
実力を発揮できるよう指導をしてい
ます。
　進学希望の生徒もＡＯ入試や推薦
入試、一般入試へ動きが出てきてい

るところで、　教職員一同、進路実
現へ向けて全力でサポートしてまい
りますので、地域の皆様のご協力を
よろしくお願いします。

根 高 通 信 このコーナーでは、市内唯一の高校となる根室高等学校から、このコーナーでは、市内唯一の高校となる根室高等学校から、
将来の根室を担う生徒たちの話題を皆さまにお届けします。将来の根室を担う生徒たちの話題を皆さまにお届けします。

進路活動本番です
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３
年
ぶ
り
と
な
る
「
根
室
さ
ん

ま
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
以
来
、

本
当
に
久
々
の
大
型
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
祭
り
を
楽
し
む
人
々
の
笑
顔

に
、
取
材
に
行
っ
た
私
も
明
る
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は

イ
ベ
ン
ト
が
完
全
復
活
し
、
ま
ち

が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

根室市の人口
令和4年10月1日現在の人口 （前月比）

世帯数： 12,169 世帯（ ＋11）
総人口： 23,667 人 （－32）

　（うち外国人 376人）

男　性： 11,329 人 （－29）
　（うち外国人   82人）

女　性： 12,338 人 （  －3）
　（うち外国人 294人）

転入： 55 人 出生： 9 人

転出： 56 人 死亡： 37 人

その他の増減：－3 人

……… 編集後記 ………

　

小
中
学
校
で
英
語
を
教
え
る
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
し
て
、
英
国
出
身
の
マ
イ
ケ
ル

さ
ん
と
米
国
出
身
の
ヘ
イ
リ
ー
さ
ん

の
二
人
が
新
た
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

幼
少
期
か
ら
日
本
人
の
友
人
が
い

た
マ
イ
ケ
ル
さ
ん
は
、当
時
か
ら「
サ

ム
ラ
イ
映
画
」
を
見
る
な
ど
日
本
文

化
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
そ
う
で
、

学
生
時
代
に
は
、
東
京
、
長
崎
、
札

幌
へ
の
留
学
を
経
験
。
ヘ
イ
リ
ー
さ

ん
は
、大
学
で
日
本
研
究
を
専
攻
し
、

日
本
語
学
校
で
英
語
を
教
え
る
の
に

加
え
、
留
学
先
の
大
阪
府
枚
方
市
で

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
経
験
を
通

じ
て
「
ま
た
、
日
本
へ
行
き
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
二
人
と

も
コ
ロ
ナ
禍
で
再
度
の
来
日
が
叶
わ

な
い
思
い
を
し
た
中
、
規
制
緩
和
を

受
け
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
希
望
し
た
と
話
し

ま
す
。

　

根
室
市
の
印
象
を
尋
ね
る
と
、
マ

イ
ケ
ル
さ
ん
は
Ｊ
Ｒ
花
咲
線
か
ら
の

車
窓
や
ま
ち
の
景
色
が
、
都
市
部
と

比
べ「
ま
た
違
っ
た
日
本
を
感
じ
ら

れ
る
」
と
話
し
、
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
の
強
さ
に
感
心
す
る
と
の
こ
と
。

「
自
然
が
素
敵
」と
話
す
ヘ
イ
リ
ー
さ

ん
は
学
校
の
窓
か
ら
な
ど
日
常
的
に

海
が
見
え
る
の
が
新
鮮
と
言
い
、「
子

ど
も
た
ち
が
元
気
で
、
と
っ
て
も
か

わ
い
い
」
と
笑
み
を
こ
ぼ
し
ま
す
。

　
『
英
語
が
苦
手
』と
い
う
子
が
多

い
と
感
じ
て
い
る
二
人
は
、
自
分
た

ち
の
授
業
で『
英
語
は
楽
し
い
も
の
』

と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
力
強
く
話

し
、仕
事
だ
け
で
な
く
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
も
充
実
さ
せ
た
い
と
声
を
弾
ま
せ

ま
す
。
根
室
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

教
壇
に
立
つ
二
人
の
ご
活
躍
、
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

外国語指導助手（ＡＬＴ）

（上） （下）

『英語は楽しい』『英語は楽しい』とと知ってほしい！知ってほしい！

ヘイリー・デドリックさんマイケル・ガーサイド	さん

119119 番番 のの日日
緊急の場合はあわててしまいがちですが、緊急時こそ

落ち着いてしっかりと場所や内容を通報してください！

通報の際は自分の身の安全を確保しましょう！通報の際は自分の身の安全を確保しましょう！

問合先　市消防本部　℡（２４）３１６４番

飯田三郎生誕１１０年記念音楽会飯田三郎生誕１１０年記念音楽会をを開催開催しますします
　根室市出身の偉大な作曲家「飯田三郎先生」の生誕１１０年
を記念し、平成１５年に逝去された飯田先生の歌を後世に歌い
継ぐため、「飯田三郎生誕１１０年記念音楽会」を開催します。
　また、「飯田三郎資料展示室」が図書館から総合文化会館に
移転しますので、オープニングセレモニーを開催します。

スペシャルゲストスペシャルゲスト
大津  美子大津  美子 さんさん

飯田三郎資料展示室オープニングセレモニー飯田三郎資料展示室オープニングセレモニー
オープン：10時～

　図書館から総合文化会館へ移転・内容をリニューアルし、関係
者のテープカットによるオープニングセレモニーを実施します。

飯田三郎生誕１１０年記念音楽会飯田三郎生誕１１０年記念音楽会
開場：１７時３０分　開演：１８時～

 【会場】大ホール
 【料金】５００円（高校生以下無料）　※全席自由
 【チケット販売】11月1日㈫から平日のみ9時～17時
　 ※販売場所は、総合文化会館事務室
 【出演者・団体】　
 　　ねむろ太鼓保存会　　　　根室ほほえみコーラス　
 　　根室混声合唱団クール・エコー
 　　根室男声合唱団トルバドール
 　　イースト ポイント ジャズ  オーケストラ

問合先　飯田三郎生誕１１０年記念音楽会実行委員会事務局
　　　　（市総合文化会館内）　☎（２４）３１８８番

とき：１１月２６日（土）


